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1.本研究の背景・目的･意義           

1-1 本研究の背景 

 近年における地球温暖化問題が深刻化する中で、

自転車は「省資源で環境負担が少なく、経済的に

優れている交通手段」1）として、世界的に注目され

ている。日本においても、八日市市の自転車道路

整備 2）などの自転車利用促進施策が進められてい

る。その中で、本研究では「自転車共同利用シス

テム」に着目する。 

 

1-2 本研究における自転車共同利用 

 自転車共同利用システムは、1台の自転車に複数

の利用者がつくというもので「自転車台数を抑え

ながら自転車利用を促進する」3）という特徴がある。

また、「私有の自転車利用を抑制することで、放置

自転車の減少を図るという効果」4）もある。このよ

うな特徴や効果を備えているにも関わらず、日本

の都市部では、大量の自転車の調達や管理が課題

となり実際に導入している例は少ない。そこで日

本の都市部で同システムの特徴を活かすために、

自転車の調達や管理、具体的な制度（システム）

内容を設定して考察する必要がある。 

なお、本研究では同システムの対象として大学

に着目する。大学に着目した理由として、学生の

自転車・公共交通機関から自動車利用への転換と、

卒業生による自転車の放置問題が挙げられる。 

 

1-3「自転車共同利用」の流れ 

 本研究では、「都市において日常的な交通手段と

して利用」されているものを扱う。日常利用され

ている例は、1980 年に神奈川県平塚駅で「レンタ

サイクル方式」という名称で実施されたものが日

本での初の試みとなる。近年においては、JR 西日

本が主体となる「駅リンくん」や国土交通省のホ

ームページ「まちづくりと自転車」で紹介されて

いる自転車施策先進都市での事業が挙げられる。 

 

 

1-4 研究の目的・意義 

 本研究では、大学を対象とした自転車共同利用

システムを提案し、それを利便性と経済性の 2 つ

の軸から評価することを目的とする。また、これ

らを今後、大学へ同システムを導入する際に役立

てることを本研究の意義とする。なお、「本研究の

フロー」を図 1に示す。 

 

2.研究の方法                 

2-1 調査対象 

 本研究における既往事例の調査対象として、国

土交通省道路局の支援を受けて実施した社会実験、

大学で実施された研究の中より「自転車」「共同利

用」をキーワードとして 13 件を抽出した。表 1に

既往事例の調査対象を示す。 

 

また、自転車共同利用システムの導入対象を滋

賀県立大学とする。これは、次に示す滋賀県立大

学における 3 点の特徴より、同システムを導入す

る対象として適切であると考えた。 

①滋賀県立大学周辺は平野部 

⇒自転車走行に適する土地 

②自転車から自動車利用へ移行の傾向 

  ⇒自転車利用促進対策が必要 

③最寄り駅の駐輪場が有料化 

  ⇒自転車から自動車利用への転換 

 

2-2 調査方法 

 本研究では、既往事例の概要を把握するために、

資料調査・ヒアリング調査を実施する。また、滋

賀県立大学生の通学状況を把握するために「学生

生活アンケート」5）のデータを収集する。 

 

2-3 分析方法 

1）既往事例の分析： 

事例概要の整理をもとに「鉄道中心型システム」

「大学中心型システム」「商業・公共施設中心型

システム」に分類する。 

2）大学での自転車共同利用システム提案方法： 

既往事例の分類結果をもとに提案する。 

3）大学での自転車共同利用システムの評価方法：

システムを評価するために「利便性」「経済性」

の評価軸を設定して評価を行う。 

 

 

番号 実施場所 番号 実施場所 

1 秋田県二ツ井町 8 阪神地区 

2 新潟県新津市 9 大阪府東大阪市 

3 東京都練馬区 10 広島県広島市 

4 神奈川県海老名市 11 香川県高松市 

5 神奈川県藤沢市 12 日本大学 

6 愛知県豊田市 13 慶応義塾大学 

7 奈良県奈良市 － － 
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図 1 研究のフロー 
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3.共同利用における既往事例          

 収集した 13 件の事例の分類結果と、滋賀県立大

学を対象として提案する自転車共同利用システム

の位置を図 2に示す。 

ii

4.滋賀県立大学における自転車共同利用システム 

4-1 滋賀県立大学の概要 

 本研究において自転車共同利用システムの導入

対象とする滋賀県立大学の概要を次に示す。 

・学生数は約 2000 人 

・最寄りの南彦根駅と約 3㎞離れている 

・学生の交通手段は自転車が多い（図 3） 

・通学手段において学年が上がるにつれて自転車

の利用者数が減り、自動車の利用者数が増える。

（図 4） 

・学内に卒業生による放置自転車がある 

 

4-2 滋賀県立大学における自転車共同利用システム 

 滋賀県立大学を導入対象として、自転車共同利

用システムを提案する。大学を導入対象とするの

で、システムの利用者が日常的に利用する施設と

して「大学」を含むケースを提案する。表 2 に、

同システムの提案の際に設定する項目を示す。 

ニツ井町　藤沢市
奈良市　　広島市
海老名市

高松市　　　　練馬区
新津市　　　　阪神地区
東大阪市

慶応大学

日本大学

豊田市

大学中心型システム

鉄道駅中心型システム

商業・公共施設中心型システム

交通渋滞の緩和

自転車・自動車の効率利用

公共交通機関への転換

学生の自転車利用持続 身近な交通手段として利用

自転車利用者の確保

 

軸 

システム

運営 

ポート 

車両につ

利用者 

利用方法

 

次に、

す。 
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図 2 既往事例の分類結果と滋賀県立大学サイクルシステムの位置
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表 2 自転車共同利用システムの項
項目 

の背景 当地の問題・特徴,目的,土地利用状況,併

存する交通,放置自転車問題 

運営者,運営費用 

設置数,設置場所,管理人,駅での駐輪 

いて 使用する自転車台数 

利用者数,属性 

 利用可能時間,貸し出し期間の単位,利用

料金,申し込み,故障時の対応 

本研究で提案する各システムの概要を示

・通学サイクルシステム 

テムは、南彦根駅の利用者を利用対象の

た。特徴として滋賀県立大学構内での自

効利用、南彦根駅での駐輪スペースの確

住民と滋賀県立大学生の時間差利用、悪

が挙げられる。 

県立大学生サポートサイクルシステム 

テムは、滋賀県立大学生の利用を中心に

ステムである。特徴として、滋賀県立大

の自転車の有効利用、悪天候対策、彦根

住する学生の考慮が挙げられる。 

ＪＲ南彦根駅

朝夕（8：00～11：00、15：00～19：00）の利用

昼（11：00～15：00）の利用

8：00、19：00～23：00）の利用

駅での駐輪は専用ポートに行う
駅周辺での移動に利用

研究室

生協

教室

滋賀県立大学

【悪天候対策】
・バス運賃の割引

【料金/自転車利用料＆駅での駐輪
料＆悪天候対策料】
2500円/月（事前申し込み必要）

【料金/自転車利用料
（学内限定）】
　無料（登録が必要）

車利用料＆駅での駐輪料】

住民

共同利用自転車の専用駐輪スペース

図 5 通勤・通学サイクルシステムの概念図

ＪＲ南彦根駅

研究室

生協教室

ビニ

【悪天候対策】
・雨具レンタル
・バス運賃の割引

駅では各自が駐輪場に停める

滋賀県立大学

下宿生

共同利用自転車の専用駐輪スペース

【料金/自転車利用料＆駅での駐輪料＆悪
天候対策料】
2500円/月（事前申し込み必要）

【料金/自転車利用料＆駅での駐輪
料＆悪天候対策料】
2500円/月（事前申し込み必要）

金/自転車利用料（学内限定）】
　無料（登録が必要）

自転車利用料】
（登録が必要）

 滋賀県立大学サポートサイクルシステムの概念図



3）彦根ネットワークサイクルシステム 

 同システムは、滋賀県立大学生が同大学を拠点

とした滋賀大学・スーパーへの交通手段として自

転車を活用するものである。特徴として、自転車

を滋賀大学との交流とスーパーへの買い物に利用

できることが挙げられる。 

iii

図 9 各システムにおける利用形態 

 

【運営費】 

 各サイクルシステムの運営費は、ポートに配備

する人件費、自転車を購入する車両費、車両を修

理するメンテナンス代、自転車に乗車する人にか

ける保険代となる。表 3 に各システムの運営費を

示す。なお、運営費は使用する自転車の台数ごと

に示す。 

台数 通勤・通学 

滋賀県立大学 

サポート 

彦根ネット

ワーク 

50 台 166,050 円 166,050 円 185,630 円 

100 台 192,100 円 192,100 円 231,260 円 

150 台 218,150 円 218,150 円 276,890 円 

200 台 244,200 円 244,200 円 322,520 円 

 

5.滋賀県立大学における自転車共同利用システムの評価 

5-1 評価方法 

 本研究では、自転車共同利用システムを評価す

るために、利用者の立場からシステムを評価する

「利便性」と運営者の立場からシステムを評価す

る「経済性」の評価軸を設定する（図 8）。 

 利便性の評価は、各システムの利用形態（図 9）

ごとに評価を行う。また、各評価項目の評価方法

を次に示す。 

ＪＲ南彦根駅

コンビニ

下宿生
地域住民

スーパー
（ベルロード）

A-1

A-2

B-2

C-3

C-1B-1
概要

ＪＲ南彦根駅

滋賀県立大学滋賀大学

スーパー
（ベルロード）

【滋賀大学との交流に利用】
・滋賀大との単位交換制度がある
・サークルや部活での交流

【買い物に利用】
・ベルロードでの買い物に利用
・利用者にはスーパーでの買い
物優待券を配布

【自転車を工夫】
･電動アシスト自転車を利用
　⇒重い荷物を運ぶ
・荷台付き自転車を利用
　⇒買い物した荷物を運ぶ

【料金/自転車利用料】
100円/回

【料金/自転車利用料】
100円/回

【料金/自転車利用料＆駅での駐輪料】
2000円/月

共同利用自転車の専用駐輪スペース

C-2

B-4

滋賀大学

通勤・通学サイクルシステム
滋賀県立大学サポートシステム
彦根ネットワークシステム

研究室

生協教室

A-3

B-3

滋賀県立大学

－通勤・通学サイクルシステム－ 

A-1「南彦根駅～滋賀県立大学」の滋賀県立大学通学利用 

A-2「南彦根駅～自宅」の地域住民通勤利用 

A-3 滋賀県立大学構内における学内利用 

－滋賀県立大学サポートサイクルシステム－ 

B-1「南彦根駅～滋賀県立大学」の滋賀県立大学生の南彦根駅利用者通

学利用 

B-2「彦根市内自宅～滋賀県立大学」の滋賀県立大学生による彦根通学

利用 

B-3 滋賀県立大学構内による学内利用 

B-4 滋賀県立大学から最寄りのコンビニへの利用 

－彦根ネットワークサイクルシステム－ 

C-1「南彦根駅～滋賀県立大学」の滋賀県立大学通学利用 

C-2「滋賀大学～滋賀県立大学」の両大学の学生が行う交流利用 

C-3 ベルロード商店街への買い物利用 

図 7 彦根ネットワークサイクルシステム

 
表 3 各サイクルシステムの運営費（1 ヶ月あたり）

【利便性の評価方法】 

 

1）機会均等性…利用者にとって利用機会が均等に

与えられているかを表す。これは、次の計算式を

用いて算出した確率の比較によって評価する。 
[機会均等性の確率]＝[自転車台数]÷[利用対象者数] 

2）アクセス性…公共交通機関への接続時間を比較

して評価を行う。 

3）簡便性…システム利用における申し込み手続き

の簡便さを比較して評価を行う。 

4）安全性…自転車の走行時に安全かを表したもの

で、走行する道路の街灯数や交通量を比較して評

価を行う。 

5）サービス性（時間）…設定された利用可能時間

が、利用者にとって支障なく自転車を使用できる

かを利用者の動きを予想して比較し、評価を行う。 

6）サービス性（料金）…設定した利用料金が、利

用者にとって適切かを表したものである。これは

新設される南彦根駅市営駐輪場の利用料金や、他

の交通手段（自動車・バス・バイク・個人が所有

する自転車）の支出と比較して評価を行う。 
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【経済性の評価方法】 

 経済性は車両費（自転車の購入費）、運営費（メ

ンテナンス代・保険代・人件費）の合計を算出し、

その比較を行うことにより評価を行う。なお、車

両費・運営費は自転車の台数によって異なるので、

50・100・150・200 台ごとに費用を算出する。 

 
図 8 本研究における評価構造 

 

 

 



5-2 評価の前提条件 

評価を行うために、前提条件として以下の項目

について提示する。 

1）新設市営駐輪場 

 2003 年度に南彦根駅前に新設される市営駐輪場

の概要を表 4 に示す。なお、利用料金・利用可能

時間は確定していないが、彦根市役所への問い合

わせをもとに設定した。 

 

項目 内容 

設置箇所数 3 箇所 

総収容可能台数 1761 台 

利用料金 2,500 円/月 

利用可能時間 6：00～23：00

2）交通手段別の支出（1ヶ月） 

 ここでは、交通手段別の 1 ヶ月あたりの「南彦

根駅～滋賀県立大学」における支出を示す。 

 

交通手段 支出 備考 

自転車 2,500 円 市営駐輪場の利用料金 

自動車 6,200 円 ガレージ代：5,000 円,ガソリン

代 6）：30 円/片道×2(往復)×20

日＝1,200 円 

バイク 2,900 円 市営駐輪場：2,500 円,ガソリン

代：10 円/片道×2（往復）×20

日＝400 円 

バス 8,000 円 運賃：200 円/片道×2（往復）

×20 日＝8,000 円 

 

5-3 評価結果 

【利便性】 

1） 機会均等性 

 利用者が多いほど評価が低い。滋賀県立大学生

全員を対象にした「A1･B3 学内利用」「B4 コンビニ

利用」の評価が低い。これらを総合すると「A通勤・

通学サイクルシステム」の評価結果が高い。 

2） アクセス性 

 南彦根駅を利用する利用形態となる「A1 滋賀県

立大学通学利用」「A2 地域住民通勤」「B 南彦根駅

利用者通学利用」「C1 滋賀県立大学通学利用」の評

価結果が高い。評価結果を出すことは出来たが、

提案したシステムにおける利用形態には南彦根駅

とのアクセスと無関係な利用形態があるため、こ

こで南彦根駅との接続の便利さを比較要素とした

アクセス性を評価する意味はない。 

3） 簡便性 

 自転車を利用する度に申し込みを必要とする

「C2 交流利用」「C3 買い物利用」の評価結果が低

い。総合すると、「A通勤･通学サイクルシステム」

「B滋賀県立大学サポートサイクルシステム」の評

価が高い。評価結果に違いは見られたが、評価の

ための比較要因が「申し込み手続きの簡便さでよ

かったのか」という課題が残る。 

4） 安全性 

 自動車の交通量の少ない道路を通行する「A3･B3

学内利用」の評価が高い。総合すると、「A 通勤・

通学サイクルシステム」「B 滋賀県立大学サポート

サイクルシステム」の評価結果が高い。 

 

5） サービス性（時間） 

 時間におけるサービス性を相対的に評価すると、

ほぼ同じ結果となった。これはシステムを構築す

る際に利用対象者の行動を想定したためである。

よって、時間におけるサービス性をここで評価す

る意味はない。 

6）サービス性（料金） 

 料金におけるサービス性の評価が高いのは、「A1

滋賀県立大学通学利用」「A2 地域住民通勤利用」「B1

南彦根駅利用者通学利用」「C1 彦根通学利用」とな

る。これは市営駐輪場の利用料金と同額な上に自

転車使用・悪天候時の対策としてバス運賃の割引

などの付加価値があるためである。 

表 4 新設市営駐輪場の概要 

【経済性】 

 先に示した「表 3 各サイクルシステムの運営費

（1 ヶ月あたり）」における算出結果を比較する。

表より、「C 彦根ネットワークサイクルシステム」

が最も高額となる。これは同システムにおいて、

電動アシスト自転車を使用しているためだと考え

られる。よって、運営者にとって評価が高くなる

のは、「A通勤・通学サイクルシステム」「B滋賀県

立大学サポートサイクルシステム」となる。 

表 5 交通手段別の支出（1 ヶ月）

6.結論                     

6-1 滋賀県立大学における自転車共同利用シス

テム導入について 

 各評価項目の評価結果を総合すると、「A 通勤･

通学サイクルシステム」「B 滋賀県立大学サポート

サイクルシステム」の評価結果が高い。よって、

滋賀県立大学に自転車共同利用システムを導入す

る場合、「A 通勤･通学サイクルシステム」「B 滋賀

県立大学サポートサイクルシステム」のいずれか

が適すると考えられる。または、この 2 つのサイ

クルシステムを組み合わせて新たに構築する自転

車共同利用システムが適すると考えられる。 

 

6-2 今後の課題 
 本研究では 2つの評価軸を設けた。さらに、それ

ぞれに評価項目を設定した。今後は、この評価項

目ごとの重要度を決定する必要がある。また、提

案した各システムの採算性を考慮するために社会

実験を実施して、レンタサイクルの利用頻度を把

握する必要がある。 
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